
資料１ 
総合計画審議会の役割とスケジュールについて 

 

１ 総合計画とは 

（１）総合計画は、市と市民が目指すべき市の将来像を共有し、その実現に向け 

て計画的に行政運営を行っていくための基本的な考え方や目標を定めた市の 

最上位計画です。 

（２）平成27年度に「活力と創造で 未来を先取る 日本一健康文化都市」をま 

ちの将来像に掲げ、平成28年度から令和７年度までの10年間を計画期間とす 

る「第２次袋井市総合計画」を策定しました。 

（３）「第２次袋井市総合計画」は、次の２つで構成されています。 

 

① 

 

基本構想 

令和７年度を目標年次として、袋井市の「まちの将来像」

と「まちづくりの基本目標」を定めた市政の最高理念となる

もの。 

 

② 

 

基本計画 

「基本構想」で示された理念の実現を目指し、具体的な施

策展開の方向と達成すべき施策目標を定めたもので、５年を

目処に見直しを実施。 

 

２ 総合計画審議会の役割 

（１）現計画のうち、「基本計画」が策定から５年経過し、来年度に前期期間が 

満了を迎えることから、「後期基本計画」（計画期間:令和３～令和７年度） 

の策定を行うため、本計画の案を審議し、意見を取りまとめ、答申を行う 

「袋井市総合計画審議会」を設置します。 

（２）本審議会は、袋井市総合計画審議会条例に基づき設置されるもので、 

所掌事務として「市⾧の諮問に応じ、本市の総合計画に関する事項を調査審 

議する」ことが本条例第2条に規定されています。 

（３）具体的な事務としては、市政の最上位計画である総合計画の策定にあ

たり、本計画案の審議等を行い、意見等をまとめて結果を市⾧に答申する

ことになります。 
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３ 総合計画審議委員について 

（１）委員の身分について 

ア 総合計画審議会の委員は、地方公務員法第３条第３項第２号の規定に 

基づく「特別職非常勤職員（地方公務員）」となります。 

イ このため、公務上の災害又は通勤による災害については、袋井市議会 

の議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する条例で補償されます。 

ウ また、袋井市個人情報保護条例第３条第２項の規定に基づき、職務上知 

り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用すること 

はできません。職を退いた後も、同様の取り扱いを受けます。 

（２）報酬等について 

袋井市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償並びにその支給 

に関する条例第２条の規定に基づき、次のとおり定められています。 

 

  

 

（３）任期について 

   袋井市総合計画審議会条例第４条の規定に基づき、委員の任期は、「委

嘱の日から市⾧の諮問事項に係る調査審議が終了したときまで」と定めら

れています。具体的な任期は次のとおりです。 

 

 

 

 

４ 今後のスケジュールについて 

  調査審議の終了（令和２年９月末予定）までに６回の会議開催を予定してい

ます。 
 （令 和元 年度）                   （令 和２ 年度）  

   ６月 28日       1 0月下旬          ２月 上旬    ４月中 旬      ６月下旬          ８月下 旬 

 

 

（報 酬 額）日額６，２００円（交通費別、源泉徴収税額含む。） 

（費用弁償額）実費支給  

（任期）委嘱の日（令和元年６月28日）から市⾧の諮問事項に係る 

調査審議の終了（令和２年９月末予定）までの約１年３か月  

（第１回） 

策定方針 

スケジュール 

（第２回） 

社会潮流・人口 

動態整理 等 

（第３回） 

素案検討 

（第４回） 

事業体系整理 

計画案検討 

（第５回） 

計画案検討 

まとめ 

（第６回） 

最終まとめ 

答申 

完成 


